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(57)【要約】
　例示的実施形態は、生きている測定対象の少なくとも
１つのバイタルサインの遠隔監視に関する。好適な実施
形態は、離れた位置から測定対象の身体の各特徴を示す
１つまたは複数のセンサ信号をキャプチャシングするこ
とと、前記測定対象の第２の所定のバイタルサインを示
す少なくとも１つの第２のバイオメトリック信号を、サ
ーバ装置へ送信すべく、前記１つまたは複数のセンサ信
号に基づいて導出することと、前記測定対象と同一の測
定対象の第１の所定のバイタルサインを示す第１のバイ
オメトリック信号を、前記サーバ装置へ送信すべく導出
するように動作している、別のモニタリング装置の存在
を検知することと、前記別の装置の検知に応じ、前記検
知された別の装置での前記第１のバイオメトリック信号
の導出を制御することとを含む。
【選択図】図４
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　リモートモニタリング装置における方法であって、
　生きている測定対象の特徴のいずれかを示す１つまたは複数のセンサ信号を、離れた位
置からキャプチャリングすることと；
　前記測定対象の第２の所定のバイタルサインを示す少なくとも１つの第２のバイオメト
リック信号を、サーバ装置へ送信すべく、前記１つまたは複数のセンサ信号に基づいて導
出することと；
　前記測定対象と同一の測定対象の第１の所定のバイタルサインを示す第１のバイオメト
リック信号を、前記サーバ装置へ送信すべく導出するように動作している、別のモニタリ
ング装置の存在を検知することと；
　前記別のモニタリング装置の検知に応じて、前記検知された別のモニタリング装置での
前記第１のバイオメトリック信号の導出を制御することと；
を含む、方法。
【請求項２】
　前記制御することは、前記別のモニタリング装置に所定のアクションを実行させるため
のリクエストまたはコマンドを、無線リンクを介して、前記リモートモニタリング装置か
ら前記別のモニタリング装置に送信することを含む、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記制御することは、前記別のモニタリング装置を操作して所定のアクションを実行さ
せるための指示を、前記リモートモニタリング装置のユーザインタフェースを介して提供
することを含む、請求項１又は２に記載の方法。
【請求項４】
　前記所定のアクションは、
　前記別のモニタリング装置をオフに切り替えることと、
　前記別のモニタリング装置をパワーセーブモードでの動作に切り替えることと、
　前記別のモニタリング装置での前記第１のバイオメトリック信号の導出を無効にするこ
とと、
　前記別のモニタリング装置から前記サーバ装置への前記第１のバイオメトリック信号の
送信を無効にすることと、
のうちの１つを含む、請求項２又は３に記載の方法。
【請求項５】
　前記キャプチャリングすることは、
　前記リモートモニタリング装置から１つまたは複数のプローブ信号の送信をすることと
、
　前記リモートモニタリング装置で、前記測定対象からの前記１つまたは複数のプローブ
信号のそれぞれの反射を含む、１つまたは複数の反射信号を受信することと、
　前記１つまたは複数の反射信号と前記１つまたは複数のプローブ信号とに基づいて、前
記１つまたは複数のセンサ信号を生成することと、
を含む請求項１から４のいずれかに記載の方法。
【請求項６】
　前記検知することは、前記別のモニタリング装置の存在情報を前記サーバ装置から受信
することを含む、請求項１から５のいずれかに記載の方法。
【請求項７】
　前記検知することは、
　サーバ装置を介し、無線リンクを通じて、前記第１のバイオメトリック信号で運搬され
る前記第１の所定のバイタルサインの１つまたは複数の値を受信することと、
　前記第１の所定のバイタルサインの１つ若しくは複数の値、または前記第１のバイタル
サインから導出される値と、前記第２のバイオメトリック信号で運搬される前記第２の所
定のバイタルサインの１つ若しくは複数の一時的な対応値、または前記第２のバイオメト
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リック信号から導出される値とを比較することと、
　前記第１の所定のバイタルサインの値と、前記第２の所定のバイタルサインの値との間
の類似性を示す比較結果に応じて、前記別のモニタリング装置の存在を検知することと、
を含む、請求項１から５のいずれかに記載の方法。
【請求項８】
　前記検知することは、
　前記検知された装置から無線リンクを介して、前記検知された装置に割り当てられたＩ
Ｄ情報を受信することと、
　前記ＩＤ情報が１つまたは複数の所定のＩＤの１つとマッチングすることに応じて、別
のモニタリング装置として、前記検知された装置を検知することと、
を含む、請求項１から５のいずれかに記載の方法。
【請求項９】
　前記第１の所定のバイタルサインには、体温、心拍数、呼吸数、血圧、酸素飽和度の１
つが含まれる、請求項１から８のいずれかに記載の方法。
【請求項１０】
　前記第２の所定のバイタルサインには、体温、心拍数、呼吸数、血圧、酸素飽和度の１
つが含まれる、請求項１から９のいずれかに記載の方法。
【請求項１１】
　前記第２の所定のバイタルサインは、前記第１の所定のバイタルサインと同一である、
請求項１から１０のいずれかに記載の方法。
【請求項１２】
　前記第２の所定のバイタルサインは前記第１の所定のバイタルサインと異なっており、
ここで、前記第１および第２の所定のバイタルサインとの間には所定の関係が存在する、
請求項１から１０のいずれかに記載の方法。
【請求項１３】
　コンピュータ装置で実行されると、請求項１乃至１２のいずれかに記載の方法を実行さ
せるように構成されるコンピュータ読み取り可能なプログラムコードを含む、コンピュー
タプログラム。
【請求項１４】
　持続性コンピュータ可読媒体に一時的に実装されるコンピュータ可読プログラムコード
を含み、前記プログラムコードは、前記コンピュータプログラムがコンピュータ装置上で
実行された場合、請求項１から１７のいずれかの記載に従う方法を実行するように構成さ
れる、コンピュータプログラム製品。
【請求項１５】
　生きている測定対象のバイタルサインのリモートモニタリング用のモニタリング装置で
あって、
　生きている測定対象の特徴のいずれかを示す１つまたは複数のセンサ信号を、離れた位
置からキャプチャリングするリモートセンシング部と、
　制御部と、
を備え、前記制御部は、前記モニタリング装置に少なくとも、
　前記測定対象の第２の所定のバイタルサインを示す少なくとも１つの第２のバイオメト
リック信号を、サーバ装置へ送信すべく、前記１つまたは複数のセンサ信号に基づいて導
出することと、
　前記測定対象と同一の測定対象の第１の所定のバイタルサインを示す第１のバイオメト
リック信号を、前記サーバ装置へ送信すべく導出するように動作している、別のモニタリ
ング装置の存在を検知することと、
　前記別のモニタリング装置の検知に応じて、前記検知された別のモニタリング装置での
前記第１のバイオメトリック信号の導出を制御することと、
を実行させるように構成される、モニタリング装置。
【請求項１６】
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　前記制御することは、前記別のモニタリング装置に所定のアクションを実行させるため
のリクエストまたはコマンドを、無線リンクを介して、前記別のモニタリング装置に送信
することを含む、請求項１５に記載の装置。
【請求項１７】
　前記制御することは、前記別のモニタリング装置を操作して所定のアクションを実行さ
せるための指示を、前記リモートモニタリング装置のユーザインタフェースを介して提供
することを含む、請求項１４又は１５に記載の装置。
【請求項１８】
　前記所定のアクションは、
　前記別のモニタリング装置をオフに切り替えることと、
　前記別のモニタリング装置をパワーセーブモードでの動作に切り替えることと、
　前記別のモニタリング装置での前記第１のバイオメトリック信号の導出を無効にするこ
とと、
　前記別のモニタリング装置から前記サーバ装置への前記第１のバイオメトリック信号の
送信を無効にすることとの１つを含む、
請求項１６又は１７に記載の装置。
【請求項１９】
　前記キャプチャリングは、
　前記装置から、１つまたは複数のプローブ信号を送信することと、
　前記装置で、前記測定対象からの前記１つまたは複数のプローブ信号のそれぞれの反射
を含む、１つまたは複数の反射信号を受信することと、
　前記１つまたは複数の反射信号と前記１つまたは複数のプローブ信号とに基づいて、前
記１つまたは複数のセンサ信号を生成することと、
を含む請求項１５から１８のいずれかに記載の装置。
【請求項２０】
　前記検知することは、前記サーバ装置からの前記別のモニタリング装置の存在情報を受
信することを含む、請求項１５から１９のいずれかに記載の装置。
【請求項２１】
　前記検知することは、
　前記サーバ装置を介し、無線リンクを通じて、前記第１のバイオメトリック信号で運搬
される前記第１の所定のバイタルサインの１つまたは複数の値を受信することと、
　前記第１の所定のバイタルサインの１つ若しくは複数の値、または前記第１のバイタル
サインから導出される値と、前記第２のバイオメトリック信号で運搬される前記第２の所
定のバイタルサインの１つ若しくは複数の一時的な対応値、または前記第２のバイオメト
リック信号から導出される値とを比較することと、
　前記第１の所定のバイタルサインの値と、前記第２の所定のバイタルサインの値との間
の類似性を示す比較結果に応じて、前記別のモニタリング装置の存在を検知することと、
を含む、請求項１５から１９のいずれかに記載の装置。
【請求項２２】
　前記検知することは、
　前記検知された装置から無線リンクを介して、前記検知された装置に割り当てられたＩ
Ｄ情報を受信することと、
　前記ＩＤ情報が１つまたは複数の所定のＩＤの１つとマッチングすることに応じて、別
のモニタリング装置として、前記検知された装置を検知することと、
を含む、請求項１５から１９のいずれかに記載の装置。
【請求項２３】
　前記第１の所定のバイタルサインには、体温、心拍数、呼吸数、血圧、酸素飽和度の１
つが含まれる、請求項１５から２２のいずれかに記載の装置。
【請求項２４】
　前記第２の所定のバイタルサインには、体温、心拍数、呼吸数、血圧、酸素飽和度の１
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つが含まれる、請求項１５から２３のいずれかに記載の装置。
【請求項２５】
　前記第２の所定のバイタルサインは、前記第１の所定のバイタルサインと同一である、
請求項１５から２４のいずれかに記載の装置。
【請求項２６】
　前記第２の所定のバイタルサインは前記第１の所定のバイタルサインと異なっており、
ここで、前記第１および第２の所定のバイタルサインとの間には所定の関係が存在する、
請求項１５から２４のいずれかに記載の装置。
【請求項２７】
　生きている測定対象のバイタルサインのリモートモニタリング用のモニタリング装置で
あって、
　生きている測定対象の特徴のいずれかを示す１つまたは複数のセンサ信号を、離れた位
置からキャプチャリングするリモートセンシング手段と、
　制御手段と、
を備え、前記制御手段は、前記モニタリング装置に少なくとも、
　前記測定対象の第２の所定のバイタルサインを示す少なくとも１つの第２のバイオメト
リック信号を、サーバ装置へ送信すべく、前記１つまたは複数のセンサ信号に基づいて導
出することと、
　前記測定対象と同一の測定対象の第１の所定のバイタルサインを示す第１のバイオメト
リック信号を、前記サーバ装置へ送信すべく導出するように動作している、別のモニタリ
ング装置の存在を検知することと、
　前記別のモニタリング装置の検知に応じて、前記検知された別のモニタリング装置での
前記第１のバイオメトリック信号の導出を制御することと、
を実行するように構成される、モニタリング装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明の例示及び非限定的な実施形態は、生きている測定対象の１つまたは複数のバイ
タルサインの測定制御に関し、電力効率の高い測定制御に関する。
【背景】
【０００２】
　人間または動物の様々な生理学的特徴の測定を可能にするセンサ技術における最近の開
発が、無線通信技術の発達と共に、パーソナルユースのためのヘルスケアソリューション
を可能にしている。このパーソナルユースでは、モニタリング装置をアレンジして、人間
または動物の少なくとも１つのバイタルサインをモニタリングし、取得した測定データを
無線リンクを介してリモートサーバに記憶されているデータベースに転送し、測定したバ
イタルサインのリモート追跡および／または後の解析（例えば、医療目的で）を可能にす
る。モバイルモニタリング装置（mobile monitoring device）によってモニタリングされ
るバイタルサインの例として、体温、心拍、呼吸速度、血圧、酸素飽和レベルがある。
【０００３】
　モバイル（非モバイル）モニタリング装置は、従来、専門領域（例えば、病院環境）で
の治療の一部として使用されてきたが、モバイルモニタリング装置は、専門的な医療領域
外でも人々のバイタルサインのモニタリングに使用されるのが主流になりつつある。この
準専門的または非専門的な使用等の典型的な例は、長期の医学的疾患に悩む人の１つまた
は複数のバイタルサインのモニタリング、家庭での日常的な高齢者の１つまたは複数のバ
イタルサインのモニタリング、有害な環境で働く人の１つまたは複数のバイタルサインの
モニタリング、過度なフィジカルストレスの下にいるアスリートの１つまたは複数のバイ
タルサインのモニタリング等がある。
【０００４】
　モバイルモニタリング装置は、必然的に電力供給装置に依存する。ここで、この電力供
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給装置はデバイスの一部として提供される。または、モバイルモニタリング装置を用いた
バイタルサインのモニタリングをされている人が、モバイルモニタリング装置と一緒に携
帯する。一般的に、電力供給装置には、モバイルモニタリング装置に内蔵されているか、
モバイルモニタリング装置に接続するバッテリーが備わっている。多くのユースケース、
特に、十分にコントロールされた一般的で専門的な医療領域から外れたユースケースでは
、モバイルモニタリング装置のエネルギー効率の高い動作が、電源供給装置の頻繁な交換
／再充電および／または電源供給装置の完全排水を回避することによる、モニタリング装
置の信頼性の高い操作および利便性の高い使用で重要な役割を果たす。
【摘要】
【０００５】
　ある例示的実施形態に従って、次の方法が提供される。この方法は、生きている測定対
象の少なくとも１つのバイタルサインのリモートモニタリングのためのモニタリング装置
で実行されうる。本方法は、離れた位置から測定対象の身体の各特徴を示す１つまたは複
数のセンサ信号をキャプチャシングすることと、前記測定対象の第２の所定のバイタルサ
インを示す少なくとも１つの第２のバイオメトリック信号を、サーバ装置へ送信すべく、
前記１つまたは複数のセンサ信号に基づいて導出することと、前記測定対象と同一の測定
対象の第１の所定のバイタルサインを示す第１のバイオメトリック信号を、前記サーバ装
置へ送信すべく導出するように動作している、別のモニタリング装置の存在を検知するこ
とと、前記別のモニタリング装置の検知に応じ、前記検知された別のモニタリング装置で
の前記第１のバイオメトリック信号の導出を制御することと、を含む。
【０００６】
　他の例示的実施形態に従って、生きている測定対象のバイタルサインのリモートモニタ
リングのための装置は提供される。この装置は、離れた位置から測定対象の身体の各特徴
を示す１つまたは複数のセンサ信号をキャプチャシングするリモートセンシング部と、制
御部とを備える。この制御部は、前記装置に少なくとも、
　前記測定対象の第２の所定のバイタルサインを示す少なくとも１つの第２のバイオメト
リック信号を、サーバ装置へ送信すべく、前記１つまたは複数のセンサ信号に基づいて導
出することと、
　前記測定対象と同一の測定対象の第１の所定のバイタルサインを示す第１のバイオメト
リック信号を、前記サーバ装置へ送信すべく導出するように動作している、別のモニタリ
ング装置の存在を検知することと、
　前記別のモニタリング装置の検知に応じて、前記検知された別のモニタリング装置での
前記第１のバイオメトリック信号の導出を制御することと、
を実行させるように構成される。
【０００７】
　他の例示的実施形態に従って、生きている測定対象のバイタルサインのリモートモニタ
リングのための装置が提供される。この装置は、離れた位置から測定対象の身体の各特徴
を示す１つまたは複数のセンサ信号をキャプチャシングするリモートセンシング手段と、
制御手段とを備える。この制御手段は、前記装置に少なくとも、
　前記測定対象の第２の所定のバイタルサインを示す少なくとも１つの第２のバイオメト
リック信号を、サーバ装置へ送信すべく、前記１つまたは複数のセンサ信号に基づいて導
出することと、
　前記測定対象と同一の測定対象の第１の所定のバイタルサインを示す第１のバイオメト
リック信号を、前記サーバ装置へ送信すべく導出するように動作している、別のモニタリ
ング装置の存在を検知することと、
　前記別のモニタリング装置の検知に応じて、前記検知された別のモニタリング装置での
前記第１のバイオメトリック信号の導出を制御することと、
を実行させるように構成される。
【０００８】
　他の例示的実施形態に従うと、コンピュータプログラムが提供される。このコンピュー
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タプログラムはコンピュータプログラムコードを含み、前記プログラムコードがコンピュ
ータ装置で実行された場合、少なくとも前述の例示的実施形態に従う方法を実装するよう
に構成されている。
【０００９】
　ある例示的実施形態に従うコンピュータプログラムは、揮発性または非揮発性のコンピ
ュータ可読記録媒体に具現化される場合があり、例えば、プログラムコードが記録された
少なくとも１つのコンピュータ可読非一時的媒体を備えるコンピュータプログラム製品と
して、このプログラムが前記装置によって実行された場合、前記プログラムは前記装置に
少なくとも、本発明の例示的実施形態による前記コンピュータプログラムに関して前述さ
れた前記動作を実行させる。
【００１０】
　本願の開示事項の例示的実施形態は、添付の特許請求の範囲の適用性に制限をかけるも
のと解釈されない。「含む」「備える」といった動詞及びこれらの派生語は、本願におい
て、そこに列挙されていない機能や機構を排除しない、非限定的な意味として使用される
。後述の機能や機構は、特に記載されてない限り、自由に組み合わせることができる。
【００１１】
　本発明のいくつかの機能や機構は、添付の特許請求の範囲で説明される。また、本発明
の対象はその構造及び動作方法の両方に関し、追加的要素及びその長所と共に、添付の図
面と関連させて読んだ場合、いくつかの例示的実施形態の下記説明を最もよく理解できる
であろう。
【図面の簡単な説明】
【００１２】
　添付の図面には、本発明の実施形態が例示されている。これらはあくまでも例示を目的
とするものであって、限定の目的のためのものではない。
【図１】例示的実施形態に従う無線通信機構のいくつかの構成要素を描いたものである。
【図２】例示的実施形態に従うモニタリング装置のいくつかの構成要素を描いたものであ
る。
【図３】例示的実施形態に従うモニタリング装置のいくつかの構成要素を描いたものであ
る。
【図４】例示的実施形態に従う方法を描いたものである。
【いくつかの実施例の説明】
【００１３】
　図１は、無線通信構成１００のいくつかの構成要素および／またはエンティティのブロ
ック図を記載し、本発明の１つまたは複数の実施形態を例示するフレームワークを表現す
る。無線通信機構１００は、測定対象者の少なくとも１つのバイタルサインをモニタリン
グする第１のモニタリング装置１１０、測定対象者の少なくとも１つのバイタルサインを
モニタリングする第２のモニタリング装置１３０、１つまたは複数のバイタルサインを示
す情報を記憶および／または処理するサーバ装置１５０を備える。第１のモニタリング装
置１１０及び第２のモニタリング装置１３０はそれぞれ、無線リンク１０４、１０５を介
してネットワーク１０６に接続可能である。ネットワーク１０６はさらに、サーバ装置１
５０への接続を可能にする。第１のモニタリング装置１１０及び第２のモニタリング装置
１３０はさらに、無線リンク１０２を介して相互に接続されていてもよい。
【００１４】
　第１のモニタリング装置１１０および第２のモニタリング装置１３０は、各々一般的に
、特定目的のための装置であり、少なくとも１つのバイタルサインを測定対象者から導出
することができる。またそれらを、後の解析または観察のための他のデバイスまたはエン
ティティに送信したり、ユーザインターフェース（ＵＩ）を通じて１人または複数のユー
ザ（例えば、測定対象者自身および／または１人または複数の他者（例えば、医療従事者
））に提示することができる。
【００１５】
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　特に、第１のモニタリング装置１１０は、１つまたは複数のセンサ（の第１のセット）
を使用して個々のセンサ信号をキャプチャし、キャプチャされたセンサ信号に基づいて１
つまたは複数のバイオメトリック信号を生成することができる。ここで上記センサ信号は
それぞれ、測定対象者の身体の特徴を示す。また、上記バイオメトリック信号はそれぞれ
、測定対象者の１つまたは複数のバイタルサインを示す。これらのバイオメトリック信号
は、サーバ装置１５０に送信される。一方、第２のモニタリング装置１３０は１つまたは
複数のセンサ（の第２のセット）を使用して個々のセンサ信号をキャプチャし、キャプチ
ャされたセンサ信号に基づいて１つまたは複数のバイオメトリック信号を生成する。上記
センサ信号はそれぞれ、測定対象者の身体の特徴を示す。また、上記バイオメトリック信
号はそれぞれ、前記測定対象者と同じ測定対象者の１つまたは複数のバイタルサインを示
し、サーバ装置１５０に送信および／または、第２のモニタリング装置１３０のＵＩを介
してユーザに提示される。
【００１６】
　上記および下記の例示では、それぞれ身体の特徴を示す１つ又は複数のセンサ信号をキ
ャプチャすること、及び、測定対象者のバイタルサインをそれぞれ示す１つ又は複数のバ
イオメトリック信号を導出することに関する。しかし、これは非限定的な例示であり、こ
れらの例示は一般化されて、生物または測定対象の身体の特徴をそれぞれ表す１つ又は複
数のセンサ信号をキャプチャすることに適用したり、生物／測定対象のバイタルサイン表
す１つ又は複数のバイオメトリック信号を導出することに適用したりすることが可能であ
る。ここで、生物／測定対象は、人だけでなく動物であってもよい。
【００１７】
　下記に記載の例示では単体のバイオメトリック信号に言及しているが、このバイオメト
リック信号は、１人の測定対象者の特定のバイタルサインを示す。しかし、これは説明を
明瞭にするために相応しい表現として選択されたものであり、他の説明では、バイオメト
リック信号は１つまたは複数の特徴的な信号（例えば、サブシグナル）で構成されていて
もよい。ここで、この特徴的な信号（例えば、サブシグナル）は、測定対象者の特定のバ
イタルサインと一緒に示される。
【００１８】
　図２は、第１のモニタリング装置１１０の一例のいくつかの構成要素のブロック図を示
す。第１のモニタリング装置１１０は、図２に示されたこれらの構成要素に加えて、さら
に構成要素または部品を備えていてもよい。これに関し、第１のモニタリング装置１１０
はさらに例えば、第１のモニタリング装置１１０の構成要素に電力を提供する電力供給装
置を備えてもよい。電力供給装置は、例えば、再充電可能なバッテリーでもよいし、再充
電不可なバッテリーでもよい。また、バッテリーは脱着可能なものであってもよいし、第
１のモニタリング装置１１０に内蔵されていてもよい。
【００１９】
　第１のモニタリング装置１１０は、一般的にモバイルデバイスとして提供される。ここ
で、このモバイルデバイスは、そのユーザによって頻繁に携帯され、または、定期的に携
帯される。これに関する例として、第１のモニタリング装置１１０はモバイルデバイスで
あり、ユーザは、自分のバイタルサインをモニタリングするため、このモバイルデバイス
を携帯することができる。他の例では、第１のモニタリング装置１１０はウェアラブルデ
バイスであってもよく、ユーザは、目的に応じて設計された装着具を取り付けることによ
って、このウェアラブルデバイスを装着できる。さらに別の例では、第１のモニタリング
装置１１０は、ユーザの身体に取り付け可能な取り付け装置である。さらに別の例では、
第１のモニタリング装置１１０は、ユーザの身体に部分的または全体的に埋め込み可能な
埋め込み可能な装置である。第１のモニタリング装置１１０は、測定対象者に取り付け可
能な装置として設計されてもよいし、ユーザが持ち運んだり、ユーザに装着したり、測定
対象者の体に少なくとも部分的に埋め込んだりするように設計されてもよい。
【００２０】
　第１のモニタリング装置１１０は、通信部１１２を備えている。通信部１１２は、他の
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装置との無線通信のために少なくとも１つの通信機１１２ａを備え、第１の通信機１１２
ａは、ネットワーク１０６との無線接続を可能にする無線リンク１０４を確立するために
使用される。同様にネットワーク１０６は、サーバ装置１５０との通信を可能にする。通
信部１１２はさらに、無線通信のための第２の通信機１１２ｂを備えてもよい。この第２
の通信機１１２ｂは、第１の通信機１１２ａによって採用される無線通信技術とは異なる
無線通信技術を採用している。また、この第２の通信機１１２ｂは、第２のモニタリング
装置１３０との通信を可能にする無線リンク１０２を確立するために使用可能である。こ
の例示的バリエーションとして、上記の目的のために第２の通信機１１２ｂを提供する代
わりに、第１の通信機１１２ａを無線リンク１０２の確立に使用可能としてもよい。無線
部１１２は、他の装置との無線および／または有線の通信ための１つまたは複数の通信機
をさらに備えていてもよい。
【００２１】
　第１のモニタリング装置１１０は、プロセッサ１１６、並びにデータ及びコンピュータ
プログラムコード１１７を保存するメモリ１１５をさらに備える。第１のモニタリング装
置１１０は、Ｉ／Ｏ（入力／出力）コンポーネント１１８をさらに備えてもよい。ここで
、このＩ／Ｏコンポーネント１１８は、場合によってはプロセッサ１１６及びコンピュー
タプログラムコード１１７の一部と共に、第１のモニタリング装置１１０のユーザからの
入力を受信するユーザインターフェース（ＵＩ）を提供し、および／または、第１のモニ
タリング装置１１０のユーザへの出力を提供する。ユーザＩ／Ｏコンポーネント１１８は
、ディスプレイ、タッチスクリーン、タッチパッド、マウス、キーボード、及び／又は、
１つまたは複数のキーまたはボタンの組み合わせ等のハードウェアコンポーネントを備え
ていてもよい。プロセッサ１１６は、例えば、メモリ１１５に記憶されているコンピュー
タプログラムコード１１７、場合によってはさらに、ユーザＩ／Ｏコンポーネント１１８
を介して受信したユーザ入力、および／または、通信部１１２を介して受信した情報にし
たがって、第１のモニタリング装置１１０の動作を制御するように構成されている。メモ
リ１１５、及びメモリ１１５に記憶されているコンピュータプログラムコード１１７の一
部はさらに、プロセッサ１１６と共に、通信部１１２の通信機の動作を制御する制御部ま
たは制御機能を提供するように構成されている。また、場合によってこれら制御部または
制御機能は、（本明細書で後述するように）通信部１１２の各通信機に内蔵されうる制御
部または制御機能と共に提供される。これらの制御機能は、別々にまたはまとめて、（第
１のモニタリング装置１１０の）制御手段と称することができる。
【００２２】
　第１のモニタリング装置１１０はさらに、１つまたは複数のバイオメトリック信号を導
出するためのセンサ部１１９を備える。ここで、バイオメトリック信号はそれぞれ、１つ
または複数のセンサ信号に基づく測定対象者のバイタルサインを示す。センサ部１１９は
、各センサ信号をキャプチャする１つまたは複数のセンサを含んでもよい。ここで各セン
サ信号はそれぞれ、測定対象者の身体の特徴を示す。わかりやすい例では、センサ信号（
すなわち、１つまたは複数のセンサの各センサによってキャプチャされる信号）がそれぞ
れ、バイオメトリック信号として提供される。他の例では、センサ部は、キャプチャされ
たセンサ信号に基づいて、１つまたは複数のバイオメトリック信号を導出する解析部を備
える（図２には示していない）。ここで、この１つまたは複数のバイオメトリック信号は
それぞれ、測定対象者のバイタルサインを示す。制御手段は、センサ部１１９（及び解析
部）を制御して、１つまたは複数のバイオメトリック信号を要求に応じて取得する。さら
に、制御手段は、通信部１１２（例えば、第１の通信機１１２ａ）を制御して、１つまた
は複数のバイオメトリック信号で含まれる情報の少なくとも一部を後の解析および／また
は観察のためにサーバ装置１５０に送信する。この解析部は、例えばセンサ部１１９の一
部として実装されてもいし、その代わりに制御手段の一部として論理的エンティティとし
て実装されてもよい。また、センサ部１１９や制御手段から切り離されたエンティティと
して提供されてもよい。
【００２３】
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　図３は、第２のモニタリング装置１３０の一例のいくつかの構成要素のブロック図を示
す。第２のモニタリング装置１３０は、図３に示されたこれらの構成要素に加えて、さら
なる構成要素または構成部を備えていてもよい。これに関する一例として、第２のモニタ
リング装置１３０はさらに例えば、第２のモニタリング装置１３０の構成要素に電力を提
供する電力供給装置を備えてもよい。電力供給装置は、例えば、再充電可能なバッテリー
でもよいし、再充電不可なバッテリーでもよい。また、バッテリーは脱着可能なものであ
ってもよいし、第２のモニタリング装置１３０に内蔵されていてもよい。別の例では、第
２のモニタリング装置１３０は、外部電力供給装置と接続し、この装置１３０の構成要素
に供給する電力を受け取ることもできる。
【００２４】
　第２のモニタリング装置１３０は、離れた位置から、測定対象者のバイタルサインの１
つまたは複数をモニタリングすることができる。すなわち、測定対象者と物理的に直接接
触している必要はない。したがって、第２のモニタリング装置１３０は、リモートモニタ
リング装置１３０と称することができる。第２のモニタリング装置１３０は、モバイル装
置またはポータブル装置として提供される場合がある。ここで、このモバイル装置または
ポータブル装置は、ユーザによって利用場所に運搬または移動ができて便利である。他の
例では、第２のモニタリング装置１３０は、固定式または準固定式で、第２のモニタリン
グ装置１３０の使用環境（例えば、特定の部屋または室内の特定の位置）に設置される装
置として提供される。よって、第２のモニタリング装置１３０は、測定対象者と共にまた
は測定対象者に直接取り付けられて移動されない。アタッチメント型として設計された第
１のモニタリング装置１１０と対照的に、第２のモニタリング装置１３０は分離型の装置
として設計されている。そのため、第２のモニタリング装置１３０は、測定対象者に取り
付けられる装置ではなく、測定対象者の少なくとも１つのバイタルサインを離れた位置か
らモニタリングしたり、または、測定対象者の身体に物理的に接触せずにモニタリングし
たりするのに便利である。
【００２５】
　第２のモニタリング装置１３０は、通信部１３２を備える。通信部１３２は、他の装置
との無線通信のために少なくとも１つの通信機１３２ａを備え、第１の通信機１３２ａは
、ネットワーク１０６との無線接続を可能にする無線リンク１０５を確立するために使用
される。同様にネットワーク１０６は、サーバ装置１５０との通信を可能にする。無線通
信機１３２ａはさらに、無線リンク１０２を確立するのに使用可能である。ここで、この
無線リンク１０２は、第２のモニタリング装置１３０を第１のモニタリング装置１１０と
無線で通信させることができる。無線リンク１０２の確立のために第１の通信機１３２ａ
を使用する代わりに、通信部１３２は、他の装置との無線通信のための第２の通信機１３
２ｂを備えることができる。ここで、第２の通信機１３２ｂが採用する無線通信技術は、
第１の通信機１３２ａが採用する無線通信技術と異なっている。第２の通信機１３２ｂが
採用する無線通信技術は、無線リンク１０２の確立のために使用可能である。
【００２６】
　第２のモニタリング装置１３０は、プロセッサ１３６、並びにデータ及びコンピュータ
プログラムコード１３７を保存するメモリ１３５をさらに備える。第２のモニタリング装
置１３０は、Ｉ／Ｏ（入力／出力）コンポーネント１３８をさらに備えてもよい。ここで
、このＩ／Ｏコンポーネント１３８は、場合によってはプロセッサ１３６及びコンピュー
タプログラムコード１３７の一部と共に、第１のモニタリング装置１３０のユーザからの
入力を受信するユーザインターフェース（ＵＩ）を提供し、および／または、第１のモニ
タリング装置１３０のユーザへの出力を提供する。ユーザＩ／Ｏコンポーネント１３８は
、ディスプレイ、タッチスクリーン、タッチパッド、マウス、キーボード、及び／又は、
１つまたは複数のキーまたはボタンの組み合わせ等のハードウェアコンポーネントを備え
ていてもよい。プロセッサ１３６は、例えば、メモリ１３５に記憶されているコンピュー
タプログラムコード１３７、場合によってはさらに、ユーザＩ／Ｏコンポーネント１３８
を介して受信したユーザ入力、および／または、通信部１３２を介して受信した情報にし
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たがって、第２のモニタリング装置１３０の動作を制御するように構成されている。メモ
リ１３５、及びメモリ１３５に記憶されているコンピュータプログラムコード１３７の一
部はさらに、プロセッサ１３６と共に、通信部１３２の通信機の動作を制御する制御部ま
たは制御機能を提供するように構成されている。また、場合によってこれら制御部または
制御機能は、（本明細書で後述するように）通信部１３２の各通信機に内蔵されうる制御
部または制御機能と共に提供される。これらの制御機能は、別々にまたはまとめて、（第
２のモニタリング装置１３０の）制御手段と称することができる。
【００２７】
　第２のモニタリング装置１３０はさらに、１つまたは複数のバイオメトリック信号を導
出するリモートセンシング部１３９を備える。ここで、この１つまたは複数のバイオメト
リック信号はそれぞれ、遠隔からの１つまたは複数のセンシング信号に基づく測定対象者
のバイタルサインを示す。ここで、遠隔からのセンシング信号とは、測定対象者との物理
的な接触なしに得られるセンシング信号、測定対象者と共に運ばれたり測定対象者に直接
取り付けたりする装置を使用せずに得られるセンシング信号を意味する。リモートセンシ
ング部１３９は、一組または複数組の送信エンティティおよび受信エンティティを備える
ことができる。ここで、一組の送信エンティティは、１つまたは複数のプローブ信号を送
信するよう動作可能であり、一組の受信エンティティは、送信された１つまたは複数のプ
ローブ信号の反射を受信するよう動作可能である。プローブ信号とそれらの反射は、それ
ぞれの１つまたは複数のセンサ信号を導出する基準として適用可能である。ここで、これ
らセンサ信号はそれぞれ、直接的または間接的に、測定対象者の体の特徴を示している。
これに関する非限定的な例示として、プローブ信号の送信と、これらに対応する測定対象
者の体からの反射信号との間の時間遅延が、プローブ信号のＲＴＴ（round-trip-time）
を示す例がある。ＲＴＴは、第２のモニタリング装置１３０と測定対象者との間の距離と
直接的に比例するとみなすことができる。そのため、一連のプローブ信号の送信（例えば
、所定の固定された時間間隔で送信される）、および、これに対応する測定対象者の体か
らの反射の受信によって、リモートセンシング部１３９はセンサ信号を導出することが可
能になる。ここで、このセンサ信号はＲＴＴを示す。また、これにより、リモートセンシ
ング部１３９は、各時間における第２のモニタリング装置１３０と測定対象者との間の距
離を導出することが可能になる。このようなセンサ信号は、固定された測定対象者の胸部
、または、実質的に固定された測定対象者の胸部から受信した反射を測定し、測定対象者
の胸部の動きを示す。また、このようなセンサ信号は、測定対象者の呼吸数および／また
は心拍数を示す機能を果たす。
【００２８】
　プローブ信号／反射信号として無線周波数信号を使用する、上で概説した技術を使用す
るバイタルサインの検知例は、以下の文書で提供されている。
【００２９】
Fadel Adib、Hongzi Mao、Zachary Kabelac、Dina Katabi and Robert C. Miller著、"Sm
art Homes that Monitor Breathing and Heart Rate"、CHI '15 Proceedings of the 33r
d Annual ACM Conference on Human Factors in Computing Systems、837-846頁、ACM、N
ew York、NY、USA、2015、ISBN 978-1-4503-3145-6
【００３０】
　この文献には、測定対象者からの反射の位相を示すセンサ信号を関数として導出する技
術が示されている（例えば、上記文献の図３を参照）。この文献で、センサ信号はピーク
と谷を示しているが、これらピークと谷はそれぞれ、息を吐くときの測定対象者の胸部の
動きと、息を吸うときの胸部の動きを示している。一方、測定対象者の心拍は、センサ信
号の構成要素を変調する。ここで、センサ信号の構成要素は、周期的または準周期的な微
細構造を導入することにより、息を吐くときの動き／息を吸うときの動きを示す。
【００３１】
　上で概説した技術を使用するバイタルサインの検知の例は以下の文書に提供されており
、この文書には、測定対象者の心拍数を示すセンサ信号導出用の力センサーで獲得された



(12) JP 2019-514468 A 2019.6.6

10

20

30

40

50

ＢＣＧ（ballistocardiogram：心弾動図）の使用が記載されている。
【００３２】
J. Paalasmaa、H. Toivonen and M. Partinen著、"Adaptive Heartbeat Modeling for Be
at-to-Beat Heart Rate Measurement in Ballistocardiograms"、IEEE Journal of Biome
dical and Health Informatics、Volume 19、Issue 6、1945-1952頁、2015年11月、ISSN 
2168-2194
【００３３】
　ある例では、センサ信号（すなわち、受信エンティティによってキャプチャされる信号
）がそれぞれ、バイオメトリック信号等として提供される。他の例では、リモートセンシ
ング部は、キャプチャされたセンサ信号に基づいて、１つまたは複数のバイオメトリック
信号を測定する解析部（図３には示していない）を備える。ここで、この１つまたは複数
のバイオメトリック信号はそれぞれ、測定対象者のバイタルサインを示す。制御手段は、
リモートセンシング部１３９（及び解析部）を制御して、１つまたは複数のバイオメトリ
ック信号を要求に応じて導出する。さらに、制御手段は、通信部１３２（例えば、第１の
通信機１３２ａ）を制御して、１つまたは複数のバイオメトリック信号で含まれる情報の
少なくとも一部を後の解析および／または観察のためにサーバ装置１５０に送信する。こ
の例のバリエーションでは、解析部の動作が制御手段の一部として提供される。または、
解析部がリモートセンシング部１３９及び制御手段と切り離されたエンティティとして提
供される。
【００３４】
　サーバ装置１５０は、一般的にリモートサーバ装置である。ここで、このリモートサー
バ装置は、複数の第１のモニタリング装置１１０でアクセス可能なサーバ機能を提供する
よう構成されている。ここでは明瞭性のため、例としてサーバ装置１５０を使用してここ
で記載されているサーバ機能は、単一のエンティティとして記載しているが、複数のサー
バ装置が一体となって提供してもよい。ここで、これら複数のサーバ装置は、クラウドサ
ーバまたはクラウドサーバ機構を提供するよう構成されている。
【００３５】
　前述のとおり、通信部１１２及び１３２はそれぞれ、第１の通信機１１２ａおよび１３
２ａを備える。一方、通信部１１２及び１３２はさらに、例えば、それぞれ第２の通信機
１１２ｂ及び１３２ｂを備える。前述の各通信機１１２ａ、１１２ｂ、１３２ａ、１３２
ｂはまた、それぞれの（無線）通信手段を意味する場合がある。通信機１１２ａ、１１２
ｂ、１３２ａ、１３２ｂは、それぞれチップセット及び／または通信モジュールとして提
供されうる。記載の明瞭性や簡潔のため、各通信機１１２ａ、１１２ｂ、１３２ａ、１３
２ｂは、それぞれ単一の論理的エンティティとみなされる。ここで、これら論理的エンテ
ィティは、各無線リンク１０２、１０４、１０５を介して受信された少なくともいくつか
の情報、および／または、各モニタリング装置１１０、１３０の他の構成要素からの（例
えば、各プロセッサ１１６、１３６からの）外部制御なく、各無線リンク１０２、１０４
、１０５を介して送信された少なくともいくつかの情報を処理することも可能である。実
施形態では、通信機１１２ａ、１１２ｂ、１３２ａ、１３２ｂは、例えば、それぞれの無
線送受信部およびそれぞれの制御部（または制御機能）を備える。ここで、これら無線送
受信部は無線通信のためのものであり、これら制御部（または制御機能）は、各無線送受
信部の動作を制御するため、および、各無線送受信部を介して受信／送信された情報を処
理するものである。上記のような制御機能は、ハードウェア手段、ソフトウェア手段、ハ
ードウェア手段とソフトウェア手段との組み合わせによって提供されうる。これに関する
例として、通信機１１２ａ、１１２ｂ、１３２ａ、１３２ｂはメモリ、プロセッサ、コン
ピュータプログラムコードの一部を含むことができる。ここで、このコンピュータプログ
ラムコードは上記メモリに記憶されており、プロセッサと協働して、通信機１１２ａ、１
１２ｂ、１３２ａ、１３２ｂのそれぞれの動作を制御する。この場合、このコンピュータ
プログラムコードは独立して、または、メモリ１１５及び１３５のそれぞれ、コンピュー
タプログラム１１７及び１３７のそれぞれ、モニタリング装置１１０及び１３０のプロセ
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ッサ１１６及び１３６のそれぞれと協働して、通信機１１２ａ、１１２ｂ、１３２ａ、１
３２ｂのそれぞれの動作を制御する。
【００３６】
　第１のモニタリング装置１１０及び第２のモニタリング装置１３０の間の無線リンク１
０２は、可能であれば、適切な短距離無線通信技術またはプロトコルを採用することによ
って、提供してもよい。このような無線リンクは、ローカル無線リンクと称することもで
きる。ここで使用される用語「短距離無線通信」は、数十メートル単位（例えば、１００
メートル）の一般的な動作範囲を可能にする無線通信技術またはプロトコルを意味する。
しかし、特に室内環境では、このような短距離無線通信技術／プロトコルの動作範囲は、
かなり狭くなる場合がある。これは例えば、壁や家具等のその他の固定された構造などが
原因である。すなわち、これら壁や家具等のその他の固定された構造などが、通信機１１
２ｂおよび１３２ｂそれぞれの間（無線リンク１０２の提供がされる場合は、通信機１１
２ａおよび１３２ａの間）で部分的に障害物になったり、干渉を起こしたりする場合があ
る。一方、屋外使用での好ましい条件の中では、その動作範囲が数百メートルに延びる場
合がある。
【００３７】
　このような無線技術／プロトコルの例には、ＢＴＢＲ（Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ　Ｂａｓｉ
ｃ　Ｒａｔｅ）プロトコル／ＥＤＲ（Ｅｎｈａｎｃｅｄ　Ｄａｔａ　Ｒａｔｅ）プロトコ
ル及びＢＬＥ（Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ　Ｌｏｗ　Ｅｎｅｒｇｙ）プロトコルが含まれる。い
ずれのプロトコルも、Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ　Ｓｐｅｃｉｆｉｃａｔｉｏｎ　Ｖｅｒｓｉｏ
ｎ　４．１、Ｃｏｖｅｒｅｄ　Ｃｏｒｅ　Ｐａｃｋａｇｅ　ｖｅｒｓｉｏｎ４．１（発行
日：２０１３年１２月３日）で規定されている。下記では、この文書はＢｌｕｅｔｏｏｔ
ｈ仕様書として参照される。しかし、ＢＴＢＲ／ＥＤＲ及びＢＬＥ技術は、この点での説
明上の例示および非限定的例示としての役割を果たし、その記載は、あらゆる短距離無線
通信技術／プロトコルに一般化される。適用可能な短距離無線通信技術／プロトコルには
、例えば、ＩＥＥＥ　８０２．１１仕様書（ＩＥＥＥ：ｔｈｅ　Ｉｎｓｔｉｔｕｔｅ　ｏ
ｆ　Ｅｌｅｃｔｒｉｃａｌ　ａｎｄ　Ｅｌｅｃｔｒｏｎｉｃｓ　Ｅｎｇｉｎｅｅｒｓ）で
規定されているＷＬＡＮ（Ｗｉｒｅｌｅｓｓ　Ｌｏｃａｌ　Ａｒｅａ　Ｎｅｔｗｏｒｋ）
が含まれる。さらに、周知技術で適用可能な短距離無線通信技術／プロトコルの例には、
ＡＮＴ無線センサネットワーク技術、ＬＲ－ＷＰＡＮ（ｌｏｗ－ｒａｔｅ　ｗｉｒｅｌｅ
ｓｓ　ｐｅｒｓｏｎａｌ　ｎｅｔｗｏｒｋｓ）用のＩＥＥＥ　８０２．１５．４ネットワ
ーク技術、ＵＷＢ（Ｕｌｔｒａ－Ｗｉｄｅ　Ｂａｎｄ）無線技術が含まれる。
【００３８】
　第１のモニタリング装置１１０からネットワーク１０６への接続を可能にする無線リン
ク１０４は、周知のあらゆる適用可能な無線アクセス技術を採用することによって提供さ
れうる。ここで、上記ネットワーク１０６はさらに、第１のモニタリング装置１１０をサ
ーバ装置１５０に接続する。これに関する例示として、前述のＢＴＢＲ／ＥＤＲ技術また
はＷＬＡＮ技術は、近隣の無線アクセスポイントとの無線リンク１０４を確立するために
採用される場合があり、これにより、第１のモニタリング装置１１０をネットワーク１０
６にアクセスさせることができる。ここで、このネットワーク１０６はさらに、サーバ装
置１５０への接続も可能にする。他の例示として、周知のセルラーアクセス技術は、セル
ラーネットワークの基地局との無線リンク１０４を確立するために採用される場合があり
、これにより、第１のモニタリング装置１１０をネットワーク１０６にアクセスさせるこ
とができる。ここで、このネットワーク１０６はさらに、サーバ装置１５０への接続も可
能にする。
【００３９】
　記載の明瞭性のため、下記の例示では、単数で第１および第２のバイオメトリック信号
への言及がされている。ここで、これらの各信号は特定（所定）の対象のバイタルサイン
を示している。ここで、第１のバイオメトリック信号は、（センサ部１１９から取得可能
な第１のセンサ信号を使用して）第１のモニタリング装置１１０で導出される。また、第
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２のバイオメトリック信号は、（リモートセンサ部１３９から取得可能な第２のセンサ信
号を使用して）第２のモニタリング装置１３０で導出可能である。この特定の（所定の）
バイタルサインは測定対象者と関連する。そして、このバイタルサインには例えば、体温
、心拍数、呼吸数、血圧、酸素飽和レベル等を含むことができる。
【００４０】
　図４には、無線通信機構１００のフレームワークの中で、第１のモニタリング装置１１
０および第２のモニタリング装置１３０のそれぞれによって実行されうる例示的な方法２
００ａ及び２００ｂが記載されている。
【００４１】
　ブロック２１０ａに示されているように、この方法２００ａのスタート時点では、第１
のモニタリング装置１１０の制御手段がセンサ部１１９を操作して１つまたは複数の第１
のセンサ信号をキャプチャし、解析部を操作してこれらのキャプチャされたセンサ信号を
処理して、第１のバイオメトリック信号にする。第１のバイオメトリック信号に含まれる
情報の少なくとも一部は、サーバ装置１５０に伝達される。
　前述のとおり、第１のバイオメトリック信号は、与えられた測定対象者の特定のバイタ
ルサインを示す。一例では、第１のバイオメトリック信号は、特定のバイタルサインの値
を時間の関数として示す。
　並行して、方法２００ｂがブロック２１０ｂから開始する。すなわち、第２のモニタリ
ング装置１３０の制御手段がリモートセンシング部１３９を操作して、１つまたは複数の
第２のセンサ信号をキャプチャし、解析部を操作して、これらキャプチャされた／導出さ
れたセンサ信号を処理し、第２のバイオメトリック信号にする。第２のバイオメトリック
信号に含まれる情報の少なくとも一部は、サーバ装置１５０に伝達される。
　第２のバイオメトリック信号もまた、与えられた測定対象者の同一の特定のバイタルサ
インを示す。一例では、第２のバイオメトリック信号は、特定の生体特性の値を時間の関
数として示す。
【００４２】
　第１のモニタリング装置１１０で第１のバイオメトリック信号を導出する一方、第１の
モニタリング装置１１０の制御手段は、通信部１１２を操作して、第１のバイオメトリッ
ク信号で含まれる情報の少なくとも一部を、ブロック２２０ａに示すように、無線リンク
１０４を介してサーバ装置１５０に伝達する。同様に、第２のモニタリング装置１３０で
第２のバイオメトリック信号を導出する一方、第２のモニタリング装置１３０の制御手段
は、通信部１３２を操作して、第２のバイオメトリック信号で含まれる情報の少なくとも
一部を、ブロック２２０ｂに示すように、無線リンク１０５を介してサーバ装置１５０に
伝達してもよい。サーバ装置１５０へ情報を伝達するのと代替的または追加的に、第２の
モニタリング装置１３０の制御手段は、第２のモニタリング装置装置１３０のＵＩを介し
て、第２のバイオメトリック信号で含まれる情報の少なくとも一部を表示させてもよい。
いくつかの例として、上記の表示には、第２のバイオメトリック信号に含まれる１つまた
は複数の信号値の可聴提示、所定基準を満たす第２のバイオメトリック信号に含まれる１
つまたは複数の信号値に応答して提供される可聴提示、第２のバイオメトリック信号に含
まれる１つまたは複数の信号値の可視表示、所定基準値を満たす第２のバイオメトリック
信号に含まれる１つまたは複数の信号値に応答して提供される可視表示等が含まれる場合
がある。
【００４３】
　方法２００ｂは、第１のモニタリング装置１１０の存在、すなわち、第２のモニタリン
グ装置１３０で第２のバイオメトリック信号が導出される測定対象者と同じ測定対象者の
バイタルサインを示す、第１のバイオメトリック信号を導出するように動作する別のモニ
タリング装置の存在を検知している（２３０ｂ）、第２のモニタリング装置１３０によっ
て継続される。
【００４４】
　いくつかの例では、ブロック２３０ｂの検知には、特定のバイタルサインを示す第１の
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バイオメトリック信号を導出するように動作しているモニタリング装置の存在を検知する
ことと、検知された装置が第１のバイオメトリック信号を検知するように動作しているこ
とを確認することとの、それぞれ別のサブステップが含まれうる。ここで、この第１のバ
イオメトリック信号は、第２のモニタリング装置１３０で第２のバイオメトリック信号が
導出された測定対象者と同一の測定対象者に関連している。他の例では、ブロック２３０
ｂの検知は、特定のバイタルサインを示す第１のバイオメトリック信号を導出するように
動作している装置の存在を検知することと、検知された装置が第１のバイオメトリック信
号を導出するように動作していることを確認することとが、一体となって含まれている。
ここで、この第１のバイオメトリック信号は、第２のモニタリング装置１３０で第２のバ
イオメトリック信号が導出された測定対象者と同一の測定対象者に関連している。
【００４５】
　ある例では、他のモニタリング装置の存在に関するブロック２３０ｂの検知に、第１の
モニタリング装置１１０および第２のモニタリング装置１３０、それぞれの位置に基づく
検知を含む場合がある。これに関する一例では、第１のモニタリング装置１１０は、測位
手段を備えていてもよい。ここで、この測位手段は、制御手段の制御の下、モニタリング
装置の現在位置情報を取得し、これら位置情報をサーバに伝達するように構成されている
。測位手段には、適用可能な既知のあらゆる測位技術を採用してもよい。例えば、衛星測
位（ＧＰＳ、Ｇｌｏｎａｓｓ等）、ＲＦ測位（既知の信号パターンの到達角および／また
は発射角、およびそれぞれの信号強度情報等）がある。第２のモニタリング装置１３０は
個別の測位手段を備えていてもよい。またここで、制御手段が測位手段を操作して、第２
のモニタリング装置１３０の現在位置情報を取得したり、取得した表示をサーバ装置１５
０に伝達するために通信部を操作してもよい。代替的に、第２のモニタリング装置１３０
がその所定の位置情報を（例えばメモリ１３５に）保存したり、または、サーバ１５０が
第２のモニタリング装置１３０のを保存してもよい。一旦、（時間内の同一またはほぼ同
一の位置に対して）第１および第２のモニタリング装置１１０、１３０のそれぞれの位置
情報を取得すると、それぞれの位置情報に反応して第１のモニタリング装置１１０の存在
情報を第２のモニタリング装置１３０に送信することができる。ここで、上記それぞれの
位置情報は、第１のモニタリング装置１１０が、第２のモニタリング装置１３０に接近し
ている（例えば、所定の閾値距離の範囲内にいる）ことを示していてもよい。上記の変形
例では、第１のモニタリング装置１１０から受信した位置情報を、第２のモニタリング装
置１３０に転送してもよい。第２のモニタリング装置１３０は同様に、第１のモニタリン
グ装置１１０が第２のモニタリング装置１３０に接近していることを示す位置情報に応じ
て、第１のモニタリング装置１１０の存在を検知することができる。
【００４６】
　その他の例では、第２のバイオメトリック信号と同じ測定対象者に関連する第１のバイ
オメトリック信号に対するブロック２３０ｂの検知は、第１のバイオメトリック信号で示
されるバイタルサインと第２のバイオメトリック信号とで示されるバイタルサインの間の
類似性に基づく検知を含んでもよい。これに関する例として、サーバ装置１５０は、第１
のバイオメトリック信号と第２のバイオメトリック信号との（時間的に位置合わせした）
値を比較してもよい。さらに、サーバ装置１５０は、この２つの信号の間の類似性を示す
対比に応じて、第１のモニタリング装置の存在情報を第２のモニタリング装置１３０に送
信してもよい。この例の変形として、サーバ装置１５０が、第１のバイオメトリック信号
を第２のモニタリング装置１３０に転送してもよい。この例では、第２のモニタリング装
置１３０が上記の比較を実行することができる。上記の比較がサーバ装置１５０で実行さ
れるか第２のモニタリング装置１３０で実行されるかに関わらず、この比較は例えば、第
１および第２のバイオメトリック信号の値の相関値（例えば、所定数の各バイオメトリッ
ク信号値についての相関値）に依存して行われてもよい。また、第２のバイオメトリック
信号の（時間的に位置合わせした）値と、第１のバイオメトリック信号の（時間的に位置
合わせした）値との間の差分信号から導出されうる差異評価（例えば平均値の違い、中央
値の違い、最大値の違い等）に依存して行われてもよい。
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【００４７】
　さらに別の例では、第２のバイオメトリック信号と同一の測定対象者に関連する第１の
バイオメトリック信号に対するブロック２３０ｂの検知は、第１および第２のバイオメト
リック信号のそれぞれの値に基づいて、第１および第２のバイオメトリック信号と関連付
けられる測定対象者のＩＤを検知することに基づく検知を含んでもよい。特に、このよう
な例に従う検知は、測定対象情報テーブルを保存しているサーバ装置１５０（例えば、サ
ーバ装置１５０に提供されるメモリまたは大容量記憶装置）に依存する。ここで、この測
定対象情報テーブルには、複数のテーブルエンティティが含まれる。各テーブル項目は与
えられた測定対象者と関連しており、人物のＩＤ（識別情報）および１つまたは複数の測
定対象者に関する特定のバイタルサインの所定の参照値を記憶している。第１のバイオメ
トリック信号の値によって示されるバイタルサインと、測定対象情報テーブルに記憶され
ている特定のバイタルサインの所定の参照値との間の類似性の検知では、サーバ装置１５
０は、第１のバイオメトリック信号の値と、サーバ装置１５０に記憶されている特定のバ
イタルサインの所定の参照値とを比較し、マッチングテーブルの項目を特定してもよい。
また、特定のテーブル項目に記憶されている人物のＩＤは、第１のバイオメトリック信号
に対応する測定対象者を特定する。類似性の検出は、第２のバイオメトリック信号で示さ
れるバイタルサインの値に基づいて実行される場合がある。第１のバイオメトリック信号
と第２のバイオメトリック信号とに基づいて取得された人物のＩＤによって、前記測定対
象者と同じ測定対象者が特定された場合（例えば、同一の人物のＩＤが第１および第２の
バイオメトリック信号に基づいて取得された場合）、サーバ装置１５０は、第２のモニタ
リング装置１３０に第１のモニタリング装置１１０の存在情報を送信する。この例の変形
として、サーバ装置１５０が、第１のバイオメトリック信号の値を第２のモニタリング装
置１３０に転送してもよい。ここで、この第２のモニタリング装置１３０は同様に、測定
対象テーブルを（例えば、メモリ１３５に）保存してもよく、比較を行ってもよい。
【００４８】
　さらなる例では、ブロック２３０ｂでの検知は、第２のモニタリング装置１３０が無線
リンク１０２を介して、第１のモニタリング装置１１０に割り当てられたＩＤ情報（例え
ば、第１のモニタリング装置１１０に割り当てられた装置識別子および／またはサービス
識別子）を受信することを含む。そのため、第２のモニタリング装置１３０は、ブロック
２３０ｂの検知を、所定のＩＤの１つに受信したＩＤ情報が一致することに応じて成功し
たものとみなす。これら１つまたは複数の所定のＩＤは、例えば第２のモニタリング装置
１３０の例えばメモリ１３５に格納されていてもよい。これの変形例では、第１のモニタ
リング装置１１０は、自身１１０に割り当てられたＩＤ情報を無線リンク１０４を介して
サーバ装置１５０に送信してもよい。また、サーバ装置１５０はこのＩＤ情報を第２のモ
ニタリング装置１３０に転送し、第２のモニタリング装置１３０でのＩＤ検出を可能にす
る。別の変形例では、サーバ装置１５０がＩＤ情報を受信し、第１のモニタリング装置１
１０のＩＤを確認し、これに関連する情報を、ＩＤ検出の成功に応じて第２のモニタリン
グ装置１３０に送信する。サーバ装置１５０によるＩＤ情報の受信は、無線リンク１０４
を介して第１のモニタリング装置１１０から直接的に、または、無線リンク１０５を介し
て第２のモニタリング装置１３０によって転送されることにより、行われてもよい。
【００４９】
　ブロック２３０ｂで第１のモニタリング装置１１０の存在（すなわち、第２のモニタリ
ング装置で導出された第２のバイオメトリック信号と同一の測定対象者の特定のバイタル
サインを示す第１のバイオメトリック信号を導出可能なモニタリング装置の存在）を検出
することで、第２のモニタリング装置は、ブロック２４０ｂで示されるような第１のモニ
タリング装置１１０での第１のバイオメトリック信号の導出を制御することができる。一
方、第１のモニタリング装置１１０は、ブロック２４０ａに示すように、第２のモニタリ
ング装置１３０による前記制御にその動作を合わせることができる。
【００５０】
　一例では、第１のモニタリング装置１１０での第１のバイオメトリック信号の導出の制
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御を行う第２のモニタリング装置１３０（ブロック２４０ｂ）は、１つまたは複数の命令
またはリクエストを送信するように構成される。この１つまた複数の命令またはリクエス
トによって、第１のモニタリング装置１１０は、ブロック２４０ｂに示すようにその動作
手順を変更することができる。その結果、当該命令またはリクエストの受付に基づいて、
第１のモニタリング装置１１０は、ブロック２４０ａに示すようにその動作を調整する。
前記１つまたは複数のコマンド及びリクエストは、第２のモニタリング装置１３０から第
１のモニタリング装置に無線リンク１０２（可能であれば）を介して直接送信される。ま
たは、これら１つまたは複数のコマンド及びリクエストは、第２のモニタリング装置１３
０からサーバ装置に（無線リンク１０５を介して）送信され、同様に、第１のモニタリン
グ装置１１０に（無線リンク１０４を介して）転送される場合もある。
【００５１】
　第２のモニタリング装置１３０から第１のモニタリング装置１１０に送信され、第１の
モニタリング装置１１０への第１のバイオメトリック信号の導出を制御する１つまたは複
数の命令またはリクエストはそれぞれ、１つまたは複数の下記のアクションに対する命令
またはリクエストを含むことができる。
【００５２】
・　第１のモニタリング装置１１０をＯＦＦに切り替える。
【００５３】
・　第１のモニタリング装置１１０の動作モードをスタンダードモードからパワーセーブ
モードに切り替える。
【００５４】
・　第１のモニタリング装置１１０の各センサ信号に基づく第１のバイオメトリック信号
の導出を無効にする。
【００５５】
・　第１のバイオメトリック信号を導出するために要求されるセンサ信号のキャプチャリ
ングに対するセンサ部１１９の動作を無効にする。
【００５６】
・　第１のモニタリング装置１１０からの第１のバイオメトリック信号の値の送信を無効
にする。
【００５７】
　他の例では、第１のモニタリング装置１１０での第１のバイオメトリック信号の導出を
制御する第２のモニタリング装置１３０（ブロック２４０ｂ）には、第２のモニタリング
装置１３０のＵＩを介して、第１のモニタリング装置１１０の動作を調整するための指標
および／または命令をユーザに提供する第２のモニタリング装置１３０が含まれる。例え
ば、前述のように実行されたアクションのアクションリストの１つまたは複数を、第２の
モニタリング装置１３０のＵＩを介して提供する。
【００５８】
　第２のモニタリング装置１３０を介して第１のモニタリング装置１１０での第１のバイ
オメトリック信号の導出を制御することは、例えば、第２のバイオメトリック信号が第２
のモニタリング装置１３０から導出できる場合に、電力の節約を可能にする。それによっ
て、第１のモニタリング装置１１０のバッテリー寿命を長くし、さらにまた、（例えばメ
ンテナンス及び／または再充電のときに、）第１のモニタリング装置１１０の一時的なシ
ャットダウンや、第１のモニタリング装置１１０の測定対象者からの一時的な関連付け解
除を可能にする。
【００５９】
　前述の説明では、第１のモニタリング装置１１０での第１のバイオメトリック信号の導
出、第２のモニタリング装置１３０での第２のバイオメトリック信号の導出に言及してい
る。ここで、第１および第２のバイオメトリック信号の両方が、測定対象者の同一のバイ
タルサインを示している。他の例では、第１のモニタリング装置１１０、第２のモニタリ
ング装置１３０、またはその両方が１つまたは複数のそれぞれのさらなるバイオメトリッ
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ク信号を示すことができる、ここで、これらのバイオメトリック信号は測定対象者の他の
バイタルサインを示す。
【００６０】
　一例では、第２のモニタリング装置１３０は、１つまたは複数のさらなるバイオメトリ
ック信号を示すことが可能な場合がある。ここで、これら１つまたは複数のさらなるバイ
オメトリック信号は、第２のバイオメトリック信号に加えて１つまたは複数のさらなるバ
イタルサインのそれぞれ（第２のバイオメトリック信号によって示されるバイタルサイン
とは異なるもの）を示し、これら１つまたは複数のさらなるバイオメトリック信号によっ
て伝えられた情報を、無線リンク１０５を介してサーバ装置１５０に提供する。
【００６１】
　別の例では、第１のモニタリング装置１１０は、１つまたは複数のさらなるバイオメト
リック信号を示すことが可能な場合がある。ここで、これら１つまたは複数のさらなるバ
イオメトリック信号は、第１のバイオメトリック信号に加えて１つまたは複数のさらなる
バイタルサインのそれぞれ（第１のバイオメトリック信号によって示されるバイタルサイ
ンとは異なるもの）を示す。このようなシナリオでは、第１のモニタリング装置１１０で
の動作は、例えば、第２のモニタリング装置１３０からのコマンドもしくはリクエスト、
または、第１のモニタリング装置１１０のＵＩを介するユーザアクションに応じた第１の
バイオメトリック信号の導出の無効に伴う、１つまたは複数のさらなるバイオメトリック
信号の導出の無効を含むことができる。
【００６２】
　前述では、間接的な仮定として、第１のモニタリング装置１１０で導出される第１のバ
イオメトリック信号と、第２のモニタリング装置１３０で導出される第２のバイオメトリ
ック信号とが、測定対象者の同一のバイタルサインを示していた。別の例では、第１のバ
イオメトリック信号は第１のバイタルサインを示し、第２のバイオメトリック信号は第１
のバイタルサインとは異なる第２のバイタルサインを示す。（すなわち、第２のバイオメ
トリック信号は、第１のバイオメトリック信号と同一のバイタルサインを示さない。）こ
のようなシナリオでは、第１および第２のバイタルサインとの間に所定の関係がある。こ
こで、この関係は、第２のモニタリング装置１３０からの第２のバイオメトリック信号が
利用可能な場合、第１のバイオメトリック信号は冗長またはほぼ冗長になることが想定さ
れる。第１および第２のバイタルサインの間の非限定的例示的関係は、下記のとおりであ
る。
【００６３】
・　第１のバイタルサインは第２のバイタルサインから導出できる。例えば、第１のバイ
オメトリック信号の１つまたは複数のサンプル値は、第２のバイオメトリック信号の１つ
または複数のサンプル値から（または、第２のバイオメトリック信号の１つまたは複数の
サンプル値に基づいて）導出可能である。第１のバイタルサインの導出が、所定の導出ル
ール、数式、アルゴリズムを使用して可能である。
【００６４】
・　第２のバイタルサインは、少なくとも部分的に、第１のバイタルサインと同一の物理
的現象を示す機能を果たすことができる。そのため、第２のバイオメトリック信号が、測
定対象者の身体のコンディションをモニタリングするため充分であるとみなされるか否か
の決定をする機能を果たすことができる。
【００６５】
　図２及び図３に示された、第１のモニタリング装置１１０および第２のモニタリング装
置１３０の構成要素を見返してみると、それぞれのプロセッサ１１６、１３６は、それぞ
れのメモリ１１５、１３５に対して、書き込み及び読み出しができるように構成されてい
る。プロセッサ１１６及び１３６のそれぞれは、シングルプロセッサとして示されている
が、プロセッサ１１６及び１３６のいずれも、１つまたは複数の別々のプロセッシングコ
ンポーネントとして実装されてもよい。同様に、メモリ１１５、１３５のそれぞれは単独
要素として示されているが、一つ以上の別々の要素として実装されてもよい。こうした要
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素の一部または全部は組込み型／着脱可能型でもよく、および／または永久／半永久／動
的／キャッシュの記憶方式でもよい。
【００６６】
　メモリ１１５、１３５は、プロセッサ１１６、１３６のそれぞれにロードされたときに
モニタリング装置１１０、１３０のそれぞれの動作を制御するコンピュータ実行可能命令
を備えるコンピュータプログラム１１７、１３７のそれぞれを記憶することができる。一
例として、コンピュータプログラム１１７は、１つまたは複数のシーケンスの１つまたは
複数の命令を含むことができる。コンピュータプログラム１１７は、コンピュータプログ
ラムコードとして提供されてもよい。プロセッサ１１６は、１つまたは複数のシーケンス
の１つまたは複数の命令を読み込むことによってコンピュータプログラム１１７をロード
し、実行することができる。ここで、この１つまたは複数のシーケンスの１つまたは複数
の命令は、メモリ１１５からプロセッサに含まれる。１つまたは複数のシーケンスの１つ
または複数の命令は、プロセッサ１１６で実行された場合、第１のモニタリング装置１１
０に、前述の動作、処理、および／または機能を実行するように構成されうる。したがっ
て、主要なモニタリング装置１１０は、少なくとも一つのプロセッサ１１６と、１つまた
は複数のプログラムのためのコンピュータプログラムコードを含む少なくとも一つのメモ
リ１１５とを備える。ここで、構成される少なくとも一つのメモリ１１５および上記コン
ピュータプログラムコードは、少なくとも１つのプロセッサ１１６と共に、第１のモニタ
リング装置１１０に前述の動作、手続き、および／または機能を実行させるように構成さ
れている。同様のことが、第２のモニタリング装置１３０の対応する構成要素１３ｘに関
しても同様に有効である。
【００６７】
　各コンピュータプログラム１１７、１３７は、例えば、個々のコンピュータプログラム
製品として提供される。ここで、これら個々のコンピュータプログラム製品は、少なくと
も１つのコンピュータ可読持続性媒体を含む。また、この１つのコンピュータ可読持続性
媒体にはプログラムコードが記憶されている。このプログラムコードがモニタリング装置
１１０、１３０のそれぞれで実行されると、少なくとも、前述のモニタリング装置１１０
、１３０の説明部分に記載された動作、手続、および／または機能をモニタリング装置１
１０、１３０に遂行させる。コンピュータ可読持続性媒体には、ＣＤ－ＲＯＭ、ＤＶＤ、
ブルーレイディスク、その他上記コンピュータプログラムを明確に具現化する製品が含ま
れる。他の例として、コンピュータプログラムは、それを確実に伝達するように構成され
る信号として提供されてもよい。
【００６８】
　プロフェッサへの言及は、プログラマブルプロフェッサのみを含むと理解すべきでなく
、ＦＰＧＡ（field-programmable gate arrays）、ＡＳＩＣ（application specific cir
cuits）、シグナルプロセッサ等の専用回路も含む。前述の機構は、明示した組み合わせ
以外の組み合わせでも使用可能である。
【００６９】
　特定の事項を参照して種々の機能を記述してきたが、こうした機能は、記述の有無を問
わずその他の事項によって遂行可能であってもよい。特定の実施形態を参照して種々の事
項を記述してきたが、こうした事項は、記述の有無を問わずその他の実施形態で用いられ
てもよい。
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【図１】 【図２】
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【手続補正書】
【提出日】平成30年11月12日(2018.11.12)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　リモートモニタリング装置における方法であって、
　生きている測定対象の特徴のいずれかを示す１つまたは複数のセンサ信号を、離れた位
置からキャプチャリングすることと；
　前記測定対象の第２の所定のバイタルサインを示す少なくとも１つの第２のバイオメト
リック信号を、サーバ装置へ送信すべく、前記１つまたは複数のセンサ信号に基づいて導
出することと；
　前記測定対象と同一の測定対象の第１の所定のバイタルサインを示す第１のバイオメト
リック信号を、前記サーバ装置へ送信すべく導出するように動作している、別のモニタリ
ング装置の存在を検知することと；
　前記別のモニタリング装置の検知に応じて、前記検知された別のモニタリング装置での
前記第１のバイオメトリック信号の導出を制御することと；
を含む、方法。
【請求項２】
　前記制御することは、前記別のモニタリング装置に所定のアクションを実行させるため
のリクエストまたはコマンドを、無線リンクを介して、前記リモートモニタリング装置か
ら前記別のモニタリング装置に送信することを含む、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記制御することは、前記別のモニタリング装置を操作して所定のアクションを実行さ
せるための指示を、前記リモートモニタリング装置のユーザインタフェースを介して提供
することを含む、請求項１又は２に記載の方法。
【請求項４】
　前記所定のアクションは、
　前記別のモニタリング装置をオフに切り替えることと、
　前記別のモニタリング装置をパワーセーブモードでの動作に切り替えることと、
　前記別のモニタリング装置での前記第１のバイオメトリック信号の導出を無効にするこ
とと、
　前記別のモニタリング装置から前記サーバ装置への前記第１のバイオメトリック信号の
送信を無効にすることと、
のうちの１つを含む、請求項２又は３に記載の方法。
【請求項５】
　前記キャプチャリングすることは、
　前記リモートモニタリング装置から１つまたは複数のプローブ信号の送信をすることと
、
　前記リモートモニタリング装置で、前記測定対象からの前記１つまたは複数のプローブ
信号のそれぞれの反射を含む、１つまたは複数の反射信号を受信することと、
　前記１つまたは複数の反射信号と前記１つまたは複数のプローブ信号とに基づいて、前
記１つまたは複数のセンサ信号を生成することと、
を含む請求項１から４のいずれかに記載の方法。
【請求項６】
　前記検知することは、前記別のモニタリング装置の存在情報を前記サーバ装置から受信
することを含む、請求項１から５のいずれかに記載の方法。
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【請求項７】
　前記検知することは、
　サーバ装置を介し、無線リンクを通じて、前記第１のバイオメトリック信号で運搬され
る前記第１の所定のバイタルサインの１つまたは複数の値を受信することと、
　前記第１の所定のバイタルサインの１つ若しくは複数の値、または前記第１のバイタル
サインから導出される値と、前記第２のバイオメトリック信号で運搬される前記第２の所
定のバイタルサインの１つ若しくは複数の一時的な対応値、または前記第２のバイオメト
リック信号から導出される値とを比較することと、
　前記第１の所定のバイタルサインの値と、前記第２の所定のバイタルサインの値との間
の類似性を示す比較結果に応じて、前記別のモニタリング装置の存在を検知することと、
を含む、請求項１から５のいずれかに記載の方法。
【請求項８】
　コンピュータ装置の処理手段で実行されると、前記コンピュータ装置に、請求項１乃至
７のいずれかに記載の方法を実行させるように構成されるコンピュータ読み取り可能なプ
ログラムコードを含む、コンピュータプログラム。
【請求項９】
　生きている測定対象のバイタルサインのリモートモニタリング用のモニタリング装置で
あって、
　生きている測定対象の特徴のいずれかを示す１つまたは複数のセンサ信号を、離れた位
置からキャプチャリングするリモートセンシング部と、
　制御部と、
を備え、前記制御部は、前記モニタリング装置に少なくとも、
　前記測定対象の第２の所定のバイタルサインを示す少なくとも１つの第２のバイオメト
リック信号を、サーバ装置へ送信すべく、前記１つまたは複数のセンサ信号に基づいて導
出することと、
　前記測定対象と同一の測定対象の第１の所定のバイタルサインを示す第１のバイオメト
リック信号を、前記サーバ装置へ送信すべく導出するように動作している、別のモニタリ
ング装置の存在を検知することと、
　前記別のモニタリング装置の検知に応じて、前記検知された別のモニタリング装置での
前記第１のバイオメトリック信号の導出を制御することと、
を実行させるように構成される、モニタリング装置。
【請求項１０】
　前記制御することは、前記別のモニタリング装置に所定のアクションを実行させるため
のリクエストまたはコマンドを、無線リンクを介して、前記別のモニタリング装置に送信
することを含む、請求項９に記載の装置。
【請求項１１】
　前記制御することは、前記別のモニタリング装置を操作して所定のアクションを実行さ
せるための指示を、前記リモートモニタリング装置のユーザインタフェースを介して提供
することを含む、請求項９又は１０に記載の装置。
【請求項１２】
　前記所定のアクションは、
　前記別のモニタリング装置をオフに切り替えることと、
　前記別のモニタリング装置をパワーセーブモードでの動作に切り替えることと、
　前記別のモニタリング装置での前記第１のバイオメトリック信号の導出を無効にするこ
とと、
　前記別のモニタリング装置から前記サーバ装置への前記第１のバイオメトリック信号の
送信を無効にすることとの１つを含む、
請求項９から１１のいずれかに記載の装置。
【請求項１３】
　前記キャプチャリングは、
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　前記装置から、１つまたは複数のプローブ信号を送信することと、
　前記装置で、前記測定対象からの前記１つまたは複数のプローブ信号のそれぞれの反射
を含む、１つまたは複数の反射信号を受信することと、
　前記１つまたは複数の反射信号と前記１つまたは複数のプローブ信号とに基づいて、前
記１つまたは複数のセンサ信号を生成することと、
を含む請求項９から１２のいずれかに記載の装置。
【請求項１４】
　前記検知することは、前記サーバ装置からの前記別のモニタリング装置の存在情報を受
信することを含む、請求項９から１３のいずれかに記載の装置。
【請求項１５】
　前記検知することは、
　前記サーバ装置を介し、無線リンクを通じて、前記第１のバイオメトリック信号で運搬
される前記第１の所定のバイタルサインの１つまたは複数の値を受信することと、
　前記第１の所定のバイタルサインの１つ若しくは複数の値、または前記第１のバイタル
サインから導出される値と、前記第２のバイオメトリック信号で運搬される前記第２の所
定のバイタルサインの１つ若しくは複数の一時的な対応値、または前記第２のバイオメト
リック信号から導出される値とを比較することと、
　前記第１の所定のバイタルサインの値と、前記第２の所定のバイタルサインの値との間
の類似性を示す比較結果に応じて、前記別のモニタリング装置の存在を検知することと、
を含む、請求項９から１３のいずれかに記載の装置。
【請求項１６】
　前記検知することは、
　前記検知された装置から無線リンクを介して、前記検知された装置に割り当てられたＩ
Ｄ情報を受信することと、
　前記ＩＤ情報が１つまたは複数の所定のＩＤの１つとマッチングすることに応じて、別
のモニタリング装置として、前記検知された装置を検知することと、
を含む、請求項９から１３のいずれかに記載の装置。
【請求項１７】
　前記第１の所定のバイタルサインには、体温、心拍数、呼吸数、血圧、酸素飽和度の１
つが含まれる、請求項９から１６のいずれかに記載の装置。
【請求項１８】
　前記第２の所定のバイタルサインには、体温、心拍数、呼吸数、血圧、酸素飽和度の１
つが含まれる、請求項９から１７のいずれかに記載の装置。
【請求項１９】
　前記第２の所定のバイタルサインは、前記第１の所定のバイタルサインと同一である、
請求項９から１８のいずれかに記載の装置。
【請求項２０】
　前記第２の所定のバイタルサインは前記第１の所定のバイタルサインと異なっており、
ここで、前記第１および第２の所定のバイタルサインとの間には所定の関係が存在する、
請求項９から１８のいずれかに記載の装置。
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